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な発展の理論j を展開し， í新しい環境経済学」を主張しようとする。彼もいうように， í持続
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ての遺産は， r世代間公平の概念に合致J しており，また，持続可能な発展は， r一面では世代
内公平に関することである J と結んで、いる。
図表 1-1 経済過程における人工資本と自然資本




③当該カテゴリー資産の維持の三つについて論じている (R.Gray , The Greening 01 Accounfan. 
cy: The Pr，ゆ'ssion after Pearce , pp. 124 -7 ; r邦訳j 106-9ページ)。
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値を価格に反映させること j を意味し， I価格は持続可能な発展に必要な環境政策を追求する上
での強力な武器J であり， I環境に価格がつけば，環境の利用者がほかの場合に市場における価
格シグナルに反応しているのと同じように，価格に反応するようになる」からである。すなわ
(39) Ibid. , pp .164-5 ; r邦訳.1 181ページ
(40) Ibid. , p .165 ; r邦訳.1 182ページ
(41) Ibid. , p.165 ; r邦訳.1 182ページ
(42) Ibid. , p.165 ; r邦訳.1 182ページ
(43) Ibid. , p .154 ; r邦訳.1 168ページ






























(45) Ibid. , p.170; r邦訳j 189ページ
(46) このアプローチは，いわゆる「皮相的J (ライト・グリーン)環境観であるが，これと「深層的」
(ディープ・グリーン)環境観との関係については，例えば， R. Gray , The Greening 01 Acｭ
countancy: The Prolession ajter Pearce , pp. 130-1 ; r邦訳j 116ページなど参照。すなわち，グレ
イは，これらの中間的立場を最も現実的なものとして推している。

























そこで， I ピアース・レポート J についての若干の評価についてみてみると，まず M.R.マシ
ューズ (Mathews ， M.R.) は， ピアース・レポートを「政策に向けられたエコノミスト・アプ
ローチJ (policy-oriented , economist's approach) と評価し，上で述べたこの「レポート J の
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Profession After Pearce", 1990 において， 1 ピアース・レポート」をとりあげ，またその付録を
さいて要約・紹介しているが，そのなかで「非常に一般的な環境エコノミストの中間的理論」
(53) 







たように，グレイは前掲書「グリーン・アカウンテイングJ (邦訳書名)において，その副題 (1 ピ















とその権利に関連するアカウンタビリティの部分的解除から生み出される J といい， 1アカウン
タビリティの枠組みによって企業の社会報告の組織的体系化を図る試みJ が「最も生産的な操
作方法である」と述べている。すなわち，環境問題に対応する新しい「アカウンタビリティ」
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たが， í ピアース・レポート j は，その後，第 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 巻と発展させられている。その内容
は割愛するが，そのタイトルからも理解できるように，意欲的に理論展開が進められている。




ビリティ J を基軸とする「環境会計J の展開に重要な示唆をみ，その展開をはかることが重要
であると考えられる。
しかしながら，その場合にも， í ピアース・レポート J のもつ経済学的思考，その枠づけは，
「環境会計の構築J にとって極めて重要な影響を与えるものと思われる。その発展的摂取が重
要視される所以である。
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